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１．目的・動機

南城市玉城仲村渠には、和実のおじいちゃん、おばちゃんが住んでいる家があります。家の近くに『垣花ヒージャー』

というカーがあり、幼稚園のころから、グッピーをつかまえたり、水遊びをしたりしていました。今年５月に行って

みたら、シリケンイモリがたくさんいてびっくりしました。『垣花ヒージャー』には、

（１）どんな生き物がすんでいるのか？（２）季節によって、見られる生き物がちがうのか？

（３）水と生き物や植物との関係があるのか？気になったので、調べてみようと思いました。

２．方法・内容

図書館でヤドカリ、ホタル、カエル及びイモリなどの本を確認し、数冊借りて調べた。

（1） おじいちゃんに、『垣花ヒージャー』の歴史について聞いてみる。

（2） １年間を通して調べてみる。

（3） 周辺の植物を採集して、写真を撮り、名前を調べる。（本、インターネット）

（4） 水辺にすむ生き物を観察する。

（5） 朝早い時間や夜の観察もしてみる。

（6） 気温と水温を計り、１年間の変化をグラフにする。

３．調べたこと・観察

７月に、和実と花がいっしょに、昼間、新原ビーチ海岸でヤドカリを探し、観察した。

夜８時頃からは、垣花ヒージャーを探検した。ホタルが見つかった。毛虫であった。タニシもヤドカリもカニも見

つけた。池にはグッピーやテナガエビや大きなウナギがいた。

（１）「垣花ヒージャーとは？」・・・　和実のおじいちゃんに教えてもらいました。

①地面からわき出ている水の様子 →

真っ暗な洞くつの中をのぞいてみると、ゴボゴボ音をたてながら、

勢いよく水がわいていました。

← ②戦前からある石畳階段。

途中で休めるように工夫して

造られている。水を持って上る

のは大変そうだ。今は、ポンプ

で送水し利用している。

③石で造られた水路 →

わき出た水が水路を通ってカーに流れていくよう造られている。

④昔は、人々の生活の水として使われていたそうです。

今は、稲やクレソン栽培の田んぼの水として使われています。

ヒージャーガー 近辺にすむ、ホタルや
オオコウモリ、オカヤドカリたちの観察
山本和実（沖縄カトリック小学校４年）　鈴木　花（南城市立百名小学校１年）

あかゆらぬ花会「いきものがかり」
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⑤下池の中にはたくさんの生きものたちがすんでいる。→

（２）植物を採集して名前を調べる。＜８月に採集した植物　＞

水辺で見つけた植物

周辺で見つけた植物

（３）水辺にすむ生き物を観察する。

参考図書「沖縄の生き物たち」

（左）女川　（イナグガー）

（右）男川　（イキガガー）
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体長４㎝。
池の近くで飛んでいた。
とても細くてきれい。

体長６㎝。
色鮮やかなブルーで
とてもきれい。

体長４ｃｍ
鮮やかな色ではない
が、たくさんいる。

甲幅４～５ｃｍ
甲面に模様がある。

体長 10ｃｍ
黒い体で背中に模様がある。
腹がオレンジ色

体長４ｃｍ
ずんぐりした体形で背中の
中央にたて線がある。
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（４）朝早い時間や夜の観察もしてみる

夜に観察してみると、昼に見られなかった生き物を見ることができた。

予想していた以上にたくさんの生き物がすんでいたので、おどろいた。

ホタル
体長７ｍｍ位、弱い光で、地面近くの葉っぱについていた。
５匹見つけたが、オキナワスジボタルの幼虫だと思う。

アフリカマイマイ
（ヤドカリ） 15 ｃｍ位もある大きいのがいた。中にいたのはヤドカリであった。

サワガニ 10 ｃｍ位のサワガニが 20 匹以上、地面をあるいていた。暗かったので、ふまな
いように気を付けた。

テナガエビ 約 20 ｃｍのテナガエビが５匹いた。コンジンテナガエビ？ミナミテナガエビ？ヒ
ラテテナガエビ？どっちかな？

ウナギ １ｍ位あるかと思うほどの大ウナギが１匹水の中にいた。

夜は、写真が撮れなかったので、翌朝の６時ごろ観察しに行ってみたが、明るくなるとみんな姿が見えなくなって

しまった。どこにかくれているのか不思議だ。

（５）気温と水温を計り、１年間の変化をグラフにする。

＜気温と水温調べ＞

まとめ

水温は、気温より 4 ～ 6℃低い。時間を決めて調べたが、毎日

とか１週毎に、計れたらいいかもしれない。まだ、夏から秋の間

だけしか調べてないので、季節によってどんな変化があるのか、

続けてしらべてみたいです。

４. まとめ・考察

垣花ヒージャーの水温は気温より低く、ひんやりとして冷たい感じです。池の中には、たくさんの生き物がいて、

その周辺にはいろいろな植物が生えていることがわかりました。また、調べていると不思議に思うことがありました。

家で飼っているグッピーは、エサを食べているけど、池の中の生き物たちは何を食べて生きて

いるのか？どんな方法で調べたらいいのか？池の水や土にひみつがありそうだったので、30 倍

スコープで拡大して見てみましたが、何も見つかりませんでした。私の予想では、きれいな水

や土の中には目に見えない栄養分があって、タニシや小エビやグッピーなどの小さい生き物は

それを食べているのではないか？そして、大ウナギやテナガエビやカニたちのエサになってい

ると思います。生き物たちの関係にも注目して、もう少し調べて、ちゃんと確認したいです。
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花はおじいちゃんといっしょに、「こあみ先生」から教えてもらったテナガエビの取り方について、チャレンジし

ました。しかし、昼、垣花ヒージャーの池でテナガエビを見つけることができなかったため、つかまえることはでき

なかった。

お母さんから教えてもらって、本でしらべることはできなかったが、「エビは明るいところがにがてで、かげになっ

ているところや、水がきれいなところにすんでいる」ことを、インターネットサイトからしらべることができました。

夜、しゃしんに取って調べたいけれど、夜はこわいので、朝早く暗いうちに行ってテナガエビをつかまえたいと思

います。そして、テナガエビが何を食べるのか、小魚やミミズなどのエサをやってみることや、クレソンを作ってい

るおじさんからとってもおいしいと教えてもらったので、からあげや天ぷらにして食べてみたいと思います。

生き物たちのエサは何か、予想をしてみました。

５．感想

垣花ヒージャーは、名水百選に選ばれたこともあり、きれいなわき水だと、おじいちゃんから聞きました。戦前か

ら、人々のくらしの役に立ってきたそうです。最近は人気があって、多くの人が遊びに来ています。でも、ゴミを落

としたり忘れ物をしたりで、地元の人は困っているとのことです。今回いろいろ調べてみて、和実は、垣花ヒージャー

はおもしろいし、たくさん生き物がすんでいてすごいなと思いました。こんなにきれいで、気持ちのいい場所だから、

みんなで大切に守っていけたらいいなと思います。９月は、台風が多くて行けない日もあり、いろいろ難しかったが

楽しい研究ができてよかった。どうして、きれいな水がどんどんわいてくるのか？生き物たちの栄養になるエサは何

か？まだ、疑問に思うことがたくさんあります。

海洋美ら島財団の古網先生に観察方法を相談しました。「テナガエビなどが何を食べているか、つかまえて調べて

みてはどうか。また、テナガエビは手で取るのか、つかまえ方を考えてみてはどうか。テナガエビは歩いて逃げたか、

ビューと逃げたか。ホタルは、いつ見たか。いつ光ったか。光る長さはどうか」などの観察方法を、教えてもらいました。

また、佐々木先生から水中の生き物を採取する方法「洗濯ネットを使って池から採取し、どのような生き物が、ど

のくらいの数いるかを調べてみること」を教えてもらったので、これからも続けて、観察してみようと思います。

〈研究成果の発表〉山本和実　　　　科学展出品　　　　中部地区にて銅賞
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